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キリングループの事業概要

協和キリン

医領域

小岩井乳業

キリンビール キリンビバレッジ

メルシャン

食領域

iMUSE

ヘルスサイエンス領域

売上利益：

事業利益：

1兆８,495億円

1,621億円 （2020年実績）

 酒類・飲料や医薬、ヘルスサイエンス事業等のユニークなポートフォリオ
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CSVパーパス 「世界のCSV先進企業」を目指して

キリングループは、自然と人を見つめるものづくりで、
「食と健康」の新たなよろこびを広げ、こころ豊かな社会の実現に貢献します

CSV（Creating Shared Value）共通価値の創造
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自然資本で営むビジネス「ポジティブインパクトで、持続可能な地球環境を次世代につなぐ」

キリングループ環境ビジョン2050

ポジティブインパクトで
豊かな地球を

レインフォレスト・アライアン
ス認証取得支援のベトナ
ム コーヒー農園への拡大

農産物生産地の水源保全

ＦＳＣ®認証紙
使用比率100%対象事業拡大

使用電力の再生可能
エネルギー100%化

FSC®C137754

生物資源

水資源

容器包装

気候変動

再生PET樹脂100%



シナリオ分析
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TCFD以前のリスクの認識

2011～2012年 生物資源リスク調査 2014年 自然資本＆製造拠点水リスク調査

2017年年 バリューチェーン上流＆製造拠点
水リスク調査

行動計画
紙
パーム油
紅茶葉

 自然資本で成り立っている企業として、早い時期から生物資源・水資源を意識
 生物資源は2011年頃から、水リスクは2014年から定期的に調査・把握
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シナリオ分析開示進捗

 2018年にいち早く農産物の収量減の概要調査を実施
 2019年、2020年、2021年と調査を精緻化するとともに、事業機会の把握を開始

原料農産物の収量減詳細調査
カーボンプライシング影響試算

原料農産物の財務影響試算
災害等の財務影響試算

気候変動に伴う感染症の
リスク人口把握

原料農産物の収量減概要調査

2018年

2020年

2019年

原料農産物のグローバル
事業での財務影響試算

2021年
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シナリオ分析開示概要

 物理的リスク、移行リスク、事業機会を試算、財務インパクトも把握

2019年 原料農産物の収量減調査 2020年 原料農産物の財務影響調査2019年 原料生産地の水リスク把握

2019年 カーボンプライシング影響の試算 2020年 気候変動による感染症・熱中症リスク人口の把握移行リスク 事業機会の試算

物理的リスク
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物理リスク 農産物の収量減

 気候変動の影響で、原料農産物の収量減・調達コストアップが予想される
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物理リスク 農産物の収量減

 気候変動の影響で、原料農産物の収量減・調達コストアップが予想される
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物理リスク 農産物生産地の水ストレス

 農産物生産地への水ストレスの影響も甚大、ウォーターフットプリントも把握
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物理リスク 農産物生産地の水ストレス

 農産物生産地への水ストレスの影響も甚大、ウォーターフットプリントも把握
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物理リスク 事業所の水リスク・水ストレス

 事業所への水リスク・水ストレスは、国や地域によって大きく異なる
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物理リスク 事業所の水リスク・水ストレス

 事業所への水リスク・水ストレスは、国や地域によって大きく異なる



対応戦略
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スリランカ紅茶農園 レインフォレスト・アライアンス認証取得支援

 生産地やそこで働く人々とのより良いパートナーシップを築き、おいしくて安心できる紅茶
飲料をつくり続けていくために、2013年から認証取得支援を開始

生物資源リスク評価

スリランカ産

約50%

「キリン 午後の紅茶」に使用

スリランカ産の輸入紅茶葉の

約1/4を「キリン 午後の紅茶」に使用

日本が輸入する紅茶葉の産地の割合

※ 日本紅茶協会2011年紅茶統計より

キリンの選択肢

①持続可能な茶葉だけを
選別して調達する

認証を取得しているのは
資金的に余裕のある農園

持続可能な農業を目指す意思

はあっても、資金がない農園を切

り捨てることになる

認証茶葉を調達するのではなく、

生産地全体を持続可能にする

↓

農園の認証取得支援を選択

②紅茶農園が
認証を取得する支援を行う

認証茶葉が手に入るまでに
長い期間が掛かる
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幸せの紅茶、35周年の午後の紅茶 CSVを担うブランドへ

 自然保護・人権対応で始めたが、気候変動への適応策にもなっている
 8月に持続可能な農業を目指す紅茶農園の活動をお客様に知っていただく商品を発売

2020年末

約30%

スリランカ全体の認証取得済み大農園のうち
キリングループの支援取得割合

認証農園数
93農園

進捗

約21.2%

小農園認証取得支援

トレーニング農園数
：2,120農園

（認証取得農園数
：120農園）

正面

側面

レインフォレスト・アライアンス認証と
FSC認証を訴求

【スリランカの認証農園の茶葉を90%以上使用した通
年製品発売開始】

土壌流出
防止

野生生物
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植物大量増殖技術 キリン中央研究所 袋型培養槽生産技術

 世界的にも類例のない「茎の増殖法」、「芽の増殖法」、「胚の増殖法」、「イモの増殖
法」の4つの要素技術から構成されているキリン独自の技術。

ブリヂストン様とキリン中央研究所との共同研究により、
「グアユール」由来の天然ゴム生産性向上に寄与する技
術の開発に成功

天然ゴム資源の多様化によるタイヤ原材料のサステナブル
化を目指し、グアユールの苗を安定的に増殖させる研究を
共同で実施
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大麦に依存しない醸造技術

 キリンビールは、日本市場の約4割強を占める麦芽比率の低い発泡酒や麦芽を使わ
ない新ジャンルで、過去10年間それぞれ70%、90%シェアでリーダーシップ
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農産物生産地の水問題解決 スリランカ紅茶農園内の水源地保全活動

 標高の高い農園の中の水源地は大都市の重要な水源の１つ
 2018年から水源地保全活動支援を開始し、現在12カ所の保全活動を実施
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ブランドを代表する商品でのCSVの具現化例 気候変動での事業機会

 TCFDシナリオ分析によるリスク対応（適応）にも貢献する商品による貢献

「午後の紅茶」ブランドからスリランカ産
レインフォレスト・アライアンス認証農園
茶葉を使用した商品を発売

スリランカ産茶葉100％、そのうちレイ
ンフォレスト・アライアンス認証茶葉を
90％以上使用した商品を発売

健康な人の免疫を維持するプラズマ乳酸菌
を使用した商品を発売

iMUSE の 販売 は 大
幅に増加

デング熱様症状の抑
制を確認

熱中症対策飲料を継続販売

ソルティーライチは強いブランドとして認知されている。

2040年における水ストレス予測
（pessimistic 2040）

全国 熱ストレス調査死亡者数 デング熱リスクに晒される人口予想
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気候変動問題を中心とした環境対応 生物資源・水問題との統合

 シナリオ分析により、様々な環境課題への対応を統合的に理解することができる

【スリランカ紅茶農園
認証取得支援】

【紙容器FSC認証紙使用比率100%】

【森林保全・GHG吸収】

【商品による気候
変動問題解決】

【水源地保全】

【再生可能エネルギー】

【省エネルギー】
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不履生蟲、不踐生草 せいちゅうをふまず、せいそうをふまず

キリンの醸造哲学は「生への畏敬」

豊かな自然環境を
次世代につなげていく

地に足を下ろさず、虫を踏まず
草を折らない、と言われている
伝説の聖獣「麒麟」




